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　チャレンジコミュニ
ティ・クラブの皆さんに
は、日頃から、地域の
様々な分野で積極的に活
動していただいており、
改めて感謝を申し上げま
す。
　新型コロナウイルスの
感染が拡大し、収束の見通しが不透明な中、チャ
レンジコミュニティ・クラブの皆さんには、マス
クの着用、３密の回避、外出自粛等、これまでと
は全く違った生活を送っておられることと存じま
す。
　協働推進課においても、令和２年度は、様々な
事業やイベントが中止を余儀なくされ、皆さんに
参加していただいた事業にも大きな影響を及ぼし
ました。明けない夜はありません。今後、ワクチ
ン接種が本格化し、徐々に効果が出てくることを
期待したいと思います。
　さて、地域の皆さんにご意見をいただき、策定
を進めておりました新たな「港区基本計画・地区
版計画書」は、本年４月から始動します。総合支
所では、地域の課題を解決し、地域の魅力をより
高めるための取組を中心に、計画書にまとめてお
ります。
　芝浦港南地区では、区民意識調査の結果や区民
参画組織からの提言を踏まえ、めざすまちの姿と
して「誰もが輝くことができる創造力と潤いのあ
るまち・港区ベイエリア」を設定しました。地区
の特徴である水辺環境を生かし、人々が快適に暮
らすことができる環境を整え、持続可能なコミュ
ニティを構築することができるまちの実現を目指
します。
　コロナ禍のもとでは、感染防止対策を徹底し、
安全・安心に運営してまいりますので、チャレン
ジコミュニティ・クラブの皆さんには、今後も
様々な事業にご参加いただければ幸いです。引き
続き、各総合支所の地域事業へのご協力とご支援
を賜りますよう、どうぞよろしくお願い申し上げ
ます。

■港区芝浦港南地区総合支所協働推進課長　　
野々山　哲

皆さんとともに取り組む
新たな港区基本計画が始まります！

　新型コロナウイルス感
染症の影響により、明治
学院大学では2020年度春
学期、やむを得ずオンラ
イン授業といたしました
が、突然の環境変化に戸
惑いながらも多くの学生
は授業へ前向きに取り組
んでおりました。これと並行して大学は、学習環
境整備のための緊急支援金を在学生全員に支給し、
さらに家計急変により勉学に支障をきたした方を
対象とした奨学金を準備するなど、様々な学生支
援も対応してまいりました。
　また、秋学期をむかえるにあたっては、学長よ
り「対面授業が大学教育の基本である」とのメッ
セージを発信し、なるべく多くの授業を対面で行
えるよう、感染症予防対策としてキャンパス内に
セルフ体温測定器や窓口のパーティション等を設
置、またキャンパスの各所にWi-Fi環境改善のため
のアクセスポイント増設やＡＶ機器拡充を早急に
対応しました。その一方で、希望する学生には自
宅からも授業を受講できるよう、教室からの対面
授業をオンラインで同時配信するハイブリッド方
式も取り入れております。
　このような前例のない状況の中、2007年度以降
毎年開校させていただいていたチャレンジコミュ
ニティ大学（ＣＣ大学）は、今年度初めて不開講と
せざるを得ない状況となりましたが、社会連携課
では10年以上にわたり築かせていただいたＣＣクラ
ブの皆様との絆を常に感じながら、ＣＣ大学の火
を消さぬよう、関係各所と今後にむけて何度も話
し合いを重ねてまいりました。
　そして2021年度、感染予防を徹底した環境の中
で、本学学生とともに改めて14期生を明治学院大
学にお迎えしなおし、一年後には「ＣＣ大学で学
べて良かった」と思っていただけるよう、社会連携
課一同、皆様と協力しながら全力で頑張りたいと
思います。
　今後ともよろしくお願いします。

■明治学院大学総合企画室次長　　
高辻　智長

前例のない状況の中で
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　活動報告会は午後１時からリモート（Zoom）
で受付を開始しました。リモートの発信会場を明
治学院大学10号館法廷教室と応接室に設置しまし
た。会場とリモート合わせて80名が参加し、太田
則義副代表（７期）の司会で始まりました。

代表と来賓の挨拶

　冒頭にＣＣクラブ代表が挨拶し、来賓の方より
挨拶をいただきました。
ＣＣクラブ　石川啓子代表（８期）挨拶
　新しい生活様式のなか、
初めてリモートでこの会
を開催いたします。
　2020年１月から新型コ
ロナウイルスの感染予防
のため、多くの活動が厳しい状況なりました。
　ＣＣクラブでは、この困難をチャンスに変えて、
新たな活動に広げたものもあります。限られた時
間になりますが、本日の報告が、皆さまの新たな
ステップになることを願っています。
　本日は、ＣＣクラブをご支援いただいている港
区の皆さま、明治学院大学の先生方、社会連携課、
明治学院サービス、港区社会福祉協議会、ラクっ
ちゃ、ういケアなどの皆さまに、この場をお借り
してお礼を申し上げます。

2020年度　活 動 報 告 会

　2020年度活動報告会は新型コロナウイルス感染者が増加するなか、前年度活動報告会が直前に中
止になったことを踏まえ、新年度当初から計画をたてて推進してきました。当初は例年通り、会場
を明治学院大学の教室をメインにし、感染拡大も念頭に置きリモートとの併用も視野にいれました
が、12月になり、第３波の感染者拡大状況から会場での開催を断念し、リモートだけの開催にしま
した。
　リモート活動報告会に参加できなかった会員の皆さまも、ＣＣ通信の抜粋記事と当日発表画面な
ど詳細はホームページで内容をご覧ください。

明治学院大学副学長　永野茂洋様挨拶
　二年越しの活動報告会
開催、おめでとうござい
ます。
　昨年１月から明治学院
大学も対応に追われた一
年でした。秋の授業からは対面授業とリモート授
業を併用していますが、明治学院大学では他大学
に先駆けて対面授業の同時リモート配信もしてお
ります。Zoomの授業も必要ですが、対面授業の
良さを再発見しました。
　ＣＣクラブの活動も便利なものを使うと同時に、
ＣＣクラブ活動の良さである対面活動が早くでき
ることを願っています。
港区高輪地区総合支所長兼
　　産業・地域振興支援部長　森　信二様挨拶
　今年度はコロナの状況
があり、14期生を迎える
ことができず、来年度に
なってしまいました。
　ＣＣクラブの皆さまに
は色々な活動を普段からしていただき有り難うご
ざいます。本日は報告会に参加させていただき、
楽しみにして来ましたので、是非皆さまの活動の
成果を聞いて区の施策の参考にさせていただきま
す。

運営部門活動報告

チャレンジコミュニティ・クラブ代表
石川　啓子

【１】ＣＣクラブ概要報告
　現在の会員数は686名（芝地域108名、赤坂麻布
青山地域160名、高輪地域279名、芝浦港南台場地
域127名その他12名）で任意参加の地域ＣＣクラ

会場の明治学院大学10号館法廷教室
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ブは芝ＣＣクラブ76名、明虹会110名、高輪地区
ＣＣクラブ210名、３Ａクラブ147名です。
【２】2019年度活動概要
　2019年４月より2020年３月までの活動内容を紹
介しました。詳細は紙面都合上割愛いたします。
　また、運営委員会と部会活動についてはｐ12の
運営委員会報告をご覧ください。
【３】2020年度活動概要
⑴　�総会時承認された活動方針・テーマに追加活
動テーマを設定しました。

①　活動報告会を実施することを検討する。
②　�新しいボランティアについて会員活動を支援
すると共に行政その他との連絡を密にする。

③　�今後の活動について新型コロナウイルス感染
状況について十分な配慮をする。

⑵　�新しいコミュニケーションツールを活用した
一年間でした。意思疎通を大切にし、従来
の対面式の活動ができないなか、リモート
（Zoom）を活用しました。

⑶　一年間の主な活動内容
　・企画部会主催オンライン体験会
　・�ハイブリッド講習会「知っておこう！成年後
見制度」

　・地域福祉活動グループ意見交換会
　・新型コロナ感染症防止対策勉強会の実施
　・�なかの生涯学習大学チームＩＣＴとの意見交
換会

　・明治学院大学との連携

地域ＣＣクラブ活動紹介

　各地域ＣＣクラブからの報告のうち、2020年度
の活動の紹介と関連活動の紹介を記載します。

明虹会� 斎藤正精（６期）
� 内田眞也（13期）

　⑴　2020年度活動内容� ６期　斎藤 正精
　運営については、毎年５月に開催した総会と歓
迎会は一斉メール総会（６月）とし、13期生・懇
親会を10月に開催しました。月例幹事会はZoom
によるオンライン会議も取り入れ実施し、地域の
会員グループ調査も地域ごとで行いました。
　イベントについては、支所との協働事業として
ウォーキング（10月）、運河クルーズ（12月）、ベ
イエリア講座（３月）を行い、独自企画としてミ
ニ講演会（10月）、東京湾クルーズ（12月）会員

サロン活動支援も行いました。

　�⑵　区初のタワーマンション老人クラブ設立～
いくつかの困難を乗り越えて～�13期　内田 眞也
　タワーマンション老人クラブ設立に動いたが、
港区で初の試みのため、各方面への根回し調整が
必要でした。ワールドウェルコミュニティとして
活動しています。
　短期間での設立・組織づくりとして、発起人委
員会を設立し、既存自治会にも参加しました。申
請関係資料を作成し、設立総会を開催しました。
港南地区には７つの既存老人クラブがあり、関係
性を大切にしました。当クラブでは月１回のサロ
ン活動を始め各種イベントの開催や他のイベント
に参加しています。現在、会員数102名、賛助会
員９名、役員９名、運営サポーター４名の構成で
す。

芝ＣＣクラブ� 新井隆治（３期）

　⑴　アドプト活動
　アドプト活動とは港区の公園、街路樹、花壇美
化運動です。2020年度も感染状況を見ながら、芝
ＣＣクラブでは本芝公園、三田いきいきプラザ、
てまり坂で活動しました。年２回の花の植替えと
定期的な水やりや雑草取りをしています。
　⑵　パーキンソン病友の会支援活動
　ＣＣクラブ２期生と３期生が立ち上げたパーキ
ンソン病の人たちの友の会を芝ＣＣクラブが中心
に他地域のＣＣクラブ会員も参加し支援していま
す。2019年度は明治学院大学の学生も体験ボラン
ティア（１Day�for�Others）で参加しました。

べいあっぷナイト
ウォーキング

パーキンソン病支援活動・リハビリ体操光景

4



高輪地区ＣＣクラブ� 太田則義（７期）

　2020年度の高輪地区ＣＣクラブ会員の活動につ
いては、例年の総会を開催せず、年間活動報告書
の発行に代えました。新しい地域と繋がる活動と
して、「あんしんきれい高輪活動（高輪地区生活
安全・環境美化協議会）」に正式加入し、「あんし
ん・きれい（防犯）パトロール」に会員から募集
し参加しました。コミュニティ・カフェ高輪の活
動については区民センターとゆかしの杜カフェは
殆どクローズでしたが、11月２日に港区感染症ア
ドバイザーを招いて再開に向けて勉強会をしまし
た。コミュニティ・カフェ高輪�in�ＨＵＧミニ講
演会は９月から感染症対策をして、会場とリモー
トで開催しました。
　13期生との交流として８月19日にゆかしの杜会
議室で高輪地区ＣＣクラブ加入の13期生と幹事の
懇親会を行いました。

３Ａクラブ� 及川廣子（６期）

　本年度にできた活動を説明いたします。
　サロン麻布（毎月第４火曜日14：30〜16：00）
は会員限定で、主に麻布協働スペースで内容は７
月キックオフ、８月宇宙の不思議、９月健康体操、
10月オリンピックミュージアム見学、12月友愛
メールで、全て会員が講師になりました。

　総会は電子書面方式で５月20日に承認されまし
た。定例会を11月24日に開催し事業中間報告と会
員（13期生）歓迎会を行いました。執行役員会は
オンライン（ラインＴＶ）で開催し、随時参加で
きるＬＩＮＥ掲示板も運営され、現在22名が参加
しています。

自主活動グループ活動紹介

地域を繋げる折り紙活動
� 中村喜美子（７期）

　会社生活が終わり、老人会（大樹会）役員をし
ていましたが、一人住まいの方が多く、また家族
がいてもしゃべらない等の話を聞き、皆さまが集
まり楽しくおしゃべりできる場を作り、楽しみた
いと思いました。
　ＣＣ大学の入学時にはサロン活動を学び、是非
町会でも作りたいと思いました。修了後2014年11
月大樹会「折り紙とおしゃべりの会」を立ち上げ、
2014年４月から芝ＣＣの活動に参加しました。
　芝みたまち倶楽部は2011年から活動が始まり、
春と秋はまち歩き、夏と冬はクラフト作りをしま
す。2014年７、８、９月に ｢みたまち倶楽部・紙
とあそぼう（クラフトカード）」に参加し、2015
年１月からは「芝みたまち倶楽部・紙とあそぼう　
季節の折り紙」を開始し、それ以降は年２回６カ
月開催しています。
　いくつかの作品を作り三田いきいきプラザの担
当者と話し合いをし、作品を決めています。
　広報で参加者20名を募集していましたが、昨年
のコロナ禍再開後は三田いきいきプラザの館チラ
シで10名を募集して活動しています。毎月の芝Ｃ
Ｃ定例会終了後サポートの皆さんに作っていただ
き、当日サポートしていただいています。例年で
すと、ラクっちゃフェスタ、港区社会福祉協議会
地域福祉フォーラム、パーキンソン病友の会や難
病センターの活動にも参加しています。

再開後のミニ講演会（会場20名限定＆リモート併用）

３Ａクラブ発表画面 2020年12月芝みたまち倶楽部
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みなと外遊びの会「その後のご報告とこれから」
� 曽木紀代子（10期）

　みなと外遊びの会（略称みなそと）は港区支援
事業の「プレーパーク」（子どもたちが自らの限
界と可能性に挑戦し、「自分の責任で自由に遊ぶ」
外遊びの場）を運営しています。ＣＣクラブ10期
２グループが2017年からみなそとの支援を始め、
2018年にはＮＰＯ法人化しました。プレーパーク
に加え、港区の新事業の乳幼児の外遊びの場「あ
そびのきち」も次年度からみなそとが運営するこ
とになります。２つの事業は来年度からの港区基
本計画に入りました。
　みなそとの目標は、「常設のプレーパークをつ
くる」「こどもの遊びを中心に世代を超えて人と
人がつながる場にする」「港区５地区にプレー
パークの輪を広げる」の３つです。目標に向け
て2019年10月に５カ年計画案を含む「港区プレー
パーク事業の推進の提案」を区長に提出しました。
　５カ年計画の２年目の2020年度はコロナ禍で、
３〜５月はZoomのオンライン会議、研修、「オン
ラインプレーパーク」にも挑戦しました。６月に
再開。検温、消毒、マスクをして「密を避けるあ
そび」を工夫しながら運営しています。
　来年度は５カ年計画３年目、高輪の森公園の年
間開催数は154回です。プレーリーダー・あそび
のリーダー等の人材育成・みなそとの運営体制の
強化を更に進めます。そのために港区、ＣＣクラ
ブ、住民との連携が重要です。
　ＣＣクラブの皆さんの会員、サポーターとして
の支援、又、専門家支援として社会保険労務士、
会計士の方、みなそとをご支援ください。

タワーマンションでのサロン活動
� 平田渥美（12期）

　この活動は５年半前に開設したタワーマンショ

ンでのサロン活動です。戸建てからマンションに
転居した時に内廊下のため人の気配が感じられず、
高齢者が孤立しやすい環境に気が付き、活動を始
めました。当初は月末の月曜日、月１回２時間の
サロンでしたが、現在は週２回で毎回昼食を含め
５時間行っています。メインは懇談ですが、メン
バーによるギター演奏とギター伴奏による歌唱
や防災活動、メンバーの趣味の披露、介護、相
続、成年後見制度の勉強会など多岐に亘っていま
す。2019年には内閣府から社会参加章をいただき
ました。現在の年齢構成は70歳代が最も多いです
が平均年齢は71歳位です。コロナの影響で一時開
催を中断しましたが、場所を１階のラウンジから
37階のビューラウンジに変更し、昼食会も中止に
するなどの工夫をしています。参加人数が２割程
度減っていますが確実に活動しています。
　今後の課題として、見守り活動をどの範囲まで
介入するか、看取りまでマンションで過ごしたい
希望にどう答えるかメンバー間のつなぎはどうす
るかなど多くあります。

白金台いきいきプラザの麻雀サロン事業
「ボランティア活動８年の歩みとコロナ対応」
� 大竹　裕（５期）

　この活動は2013年以前からありましたが、白金
台いきいきプラザが新たな事業として拡充するに
あたりボランティアとして参加しました。
　2014年には週５回開催し４卓運営で平均17名参
加でしたが、2019年には６卓運用で平均27名にな
りました。昨年３月２日に感染症が拡大したた
め、一度中断しました。サロン休止時はメッセー
ジをサロン参加者の皆さまへ掲示とホームページ
で伝えました。５月の緊急事態宣言解除後に再開
を検討し始めました。３密対策を研究しましたが
密集が高いハードルでした。対応策としてビニー
ルカーテン方式も検討しましたが、コストと運用

ＣＣクラブ会員スタッフ

サロン活動中の光景
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面を配慮しフェースシールド方式を採用しました。
６月以降テストを行い、港区感染症アドバイザー
の助言もいただき、11月にやっと再開しました。
　再開時は週２〜３回、１回２〜３卓で参加者は
従来の半分程度で、平均16名でした。１月は６日
〜31日で11回開催し、平均16名でした。白金台い
きいきプラザからも期待されており、感染予防に
細心の注意を払いながらサロンを継続いたします。

関連団体からの活動紹介
港区社会福祉協議会　　　　　　　加藤三奈係長
港区介護予防総合センター　ラクっちゃ
　　高橋信行副センター長　栃堀賀江トレーナー
明治学院大学　　　　　　　　　　岩本千絵課長
その後、質疑応答を行いました。

まとめ
　ＣＣクラブ顧問明治学院大学名誉教授
� 河合克義先生

　ＣＣクラブの活動が、多年にわたって活動され
てきた内容に驚き、改めて学ぶことが多くありま
した。ＣＣ大学設立当初は港区内の高齢者の孤立
の問題がクローズアップされていました。高齢者
で声を挙げられない人の問題を如何に考えるかを
課題にし、授業にもそれを取り入れてＣＣ大学の
カリキュラムを作りました。
　今日の活動報告を聞いて、私も大きな刺激を与
えられました。地域のつながりを大切にし、多様
な活動を展開してきたことは大きな強みです。
　現在は地球規模の活動が問われていますが、そ
の中でも地域のつながりが基本です。これからは
ＣＣクラブの活動が港区のこと、日本のこと、そ
して地球規模の課題に繋がることを期待します。　
皆さんの活動水準は当初の想定を超えています。
先進的活動だと思います。今後の活動展開が楽し
みです。

講　演　会

日々のリスクマネージメント

　チャレンジコミュニティ大学統括コーディ
　ネーター　明治学院大学名誉教授
� 岡本多喜子先生
【１】リスクマネージメ
ントとは
　日常の生活を送る上で
のリスクとは例えば病気
や怪我、家電の故障など
で、対応方法としては医療機関への受診・予防、
修理はどこに依頼するか、新しい家電の購入など
が該当します。社会保険制度やアスベストなどの
公的な補償制度、私的保険（医療保険）の活用や
費用の準備はリスクに対応したものです。
　では、予測できる突発的な出来事のリスクとは、
例えば自然災害（台風・地震・火山の噴火など）
で考えると、その場から逃走することや命を守る
行動が必要ですが、失うものがたくさんあり、新
たな生活の再建が必要となります。公的な補償だ
けでなく、貯金も必要です。
【２】クライシスマネージメント
　予想外の出来事とは本当にすべてが予想外なの
か考えてみましょう。
　例えば1973年第１次オイルショック時（日本の
高度経済成長の終えん）、石油関連物資の買い占
めが起りました。これは予想外だったのか。
　そして2020年COVID-19、世界中が移動の制限
をすることになりました。これは本当にクライシ
スであると思います。
【３】クライシスの原因を知る
　クライシスは何によってもたらされているのか。
その原因は何か？を知ること、対処方法はあるの
か？を考えることが必要です。
　ウイルスによる人から人への感染が出た時に、
ウイルスの特徴を理解することから取り組みまし
た。私たちは正確な情報を提供する努力と正確な
情報を得る努力が必要です。情報は日々更新され
るので、最新の情報を得ることが必要です。でも、
毎日コロナの辛い情報に接していると気持ちが落
ち込みます。そのような自分の心の状況をも大切
にして情報を聞かないことがあっても良いと思い
ます。

集会室でのマージャン光景（2020年12月）
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【４】クライシスの対処方法
　一番の対処は原因を消すことです。ウイルス
が活きられないようにすることですが、しかし、
COVID-19を消すことを今はできません。島国の
日本は侵入を防げた可能性がありましたが、サー
ズやマーズの経験がなかったので危機感が不足し
ていました。
　必要なことは感染経路を断つことと、感染して
も軽度で済むようにするワクチンの摂取です。
【５】リスクマネージメントとクライシスマネー
ジメント（概念図）

【６】クライシス」から「リスク」へ
　ＲＩＳＫとは「危険」の意味ですが予測可能で
あり準備できます。一方、ＣＲＩＳＩＳとは「危
機」の意味で予測不可能です。準備できないので
適切な対処が必要となります。しかし、一度経験
したＣＲＩＳＩＳはＲＩＳＫとなり、次回からは
予測可能なものとして、準備可能になります。
【７】リスクをマネージメントする
　まずはリスクの元を知璃事前に対処することで
す。風水害・地震・火事・噴火・津波を例に挙げ
ると、自然災害に対する予防は治水工事などがあ
り、予防できない自然災害には「避難」が大切で
す。「命を守ること」を最優先とする対応策が必
要です。
【８】ＣＯＶＩＤ－19の流行
　COVID-19のパンデミックは、今はクライシス
だがいずれはリスクになるでしょう。世界的に流
行し、世界中で対策を考えています。
　COVID-19を知ることが大切ですが、しかし、
まだ十分にはわかっていません。
　COVID-19にかからない方法はありません。防
ぐ方法は、ウイルスを持っている人と接触しない
ことで今はこれしかないのです。しかし、誰がウ
イルスを持っているかが不明です。人と接触しな
い、人の多い場所にいかないことが大切です。ま
た、予防注射について免疫力がどの程度継続する
かはまだ不明ですが、今は唯一の明るい光です。
　アレルギー反応がある方は自分でも調べる必要
があります。

【９】生き抜くための努力
　⑴　コロナウイルスに感染しないこと
　コロナウイルスに感染しないことは難しいが、
努力しましょう。マスクを正しく付けること、手
洗いをすること、なるべく人と接触しないこと、
外出を控えること、換気と適度な湿度の維持など
が必要です。
　⑵　基本としての衣（医）食住
　基本的に衣（医）食住は大切です。
　医療機関についてですが、高齢者は医療機関と
の関係が強いです。複数の医療機関にかかってい
る場合が多いですが、可能なら受診回数を減らし、
処方薬を２カ月・３カ月分まとめていただけるよ
うな努力も必要です。そして、怪我をしないよう
に気を付けたり、病気が悪化した場合は素早く対
応することが重要です。
　「衣」については、適切な室温管理・湿度管理
に合わせると同時に気分転換としての衣服の活用
や髪型・化粧などを楽しむことも必要です。
　「食」については、新しい料理を作ることやお
取り寄せに挑戦しては如何ですか。しかし、栄養
が偏らないことが大切ですね。
　「住」については、掃除をしましょう。整理整
頓をしましょう。模様替えもいいと思います。
　心と身体の変化を見逃さないでください。人と
接しないと不安が生まれます。会話をしなかった
り、声を出さないと肺機能が低下します。歌を
唄ったり、いろいろな方と電話で会話をすること
や相談機関・医療機関の受診なども必要です。
　身体の健康維持としては散歩・体操の習慣をつ
けるなどして、体力維持に心がけましょう。
【10】明るい明日に期待？
　多分、2022年度は今よりは明るい。多分、2021
年度中に集団免疫も確保できる。多分、2022年度
には人との接触や国内旅行も可能になる。
　しかし、コロナ以前と同じには戻らないでしょ
う。新しい生活習慣に馴染み、楽しみましょう。
国・都道府県は財源不足への対応を開始します。

おわりに
　誰もがCOVID-19に感染する可能性があります。
しかし「明けない夜はない」ことを信じましょう。

リスク クライシス 
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　ＣＣクラブ石川啓子代表から「2020年１月にコ
ロナウイルスの感染が発見され、その後政府から
の自粛要請を受け、ＣＣ大学は13期生の研修や修
了式が中止となりました。ＣＣクラブでは、活動
報告会をはじめ多くの活動が止まりました。その
中でサロン活動・自主グループ活動は、活動を開
始したところやまだ厳しいグループもあると聞い
ています。本日は、岡本先生をお迎えして、お互
いの情報交換をしながら私たちに今、何ができる
かを考えたいと思います」との挨拶がありました。
　ＣＣクラブ平田渥美企画部会長からは「６月初
めの部会で、サロン活動をしているＣＣクラブメ
ンバーを対象に、新型コロナ感染拡大防止の環境
下どのような対処をしているかの意見交換会開催
の発議をしました。開催検討に当たって港区社会
福祉協議会に相談した結果、社協でも同様の考え
でワークショップによる研修会を検討されている
ことがわかり、今回のコラボが実現しました」と
話されました。
　司会は、ＣＣクラブの太田則義副代表で「活動
を行っている皆様に、活動内容について以前どの
ような活動を行っていたか、コロナ禍、最近の変
化、また、活動継続の対策などをお話しいただき
たい」との案内がありました。
　以下にＣＣクラブ会員からの意見を述べます。
・�なぎさサロン活動・アロマハンドケア活動をし
ていますが、アロマ活動について話しますと、
４年前から７割近くがＣＣ大学修了生で活動し
ていますが、区からの方針で２月から活動は中
止になっています。活動開始にはまだ少し時間
がかかるのではないかと思います。
・�頭の体操しよう会の活動を2018年12月からラ
クっちゃで始め、健康寿命を延ばそう、介護を
受けるのを延ばしたい、フレイル（虚弱）にな
らないなど、社会とのつながりを持つための適
切な運動が必要と考えて活動しています。
・�頭のトレーニングとしてやさしいサイエンスカ
フェを過去12回開催し、３回は中止となってい

コロナ禍の中での地域福祉活動についての意見交換会

　令和２年11月18日（水）14時～15時45分、企画部主催により、白金台ゆかしの杜協働スペー
ス会議室を主体に一部リモート（Zoomを使用）で、サロンなどを開催しているＣＣクラブメン
バーがコロナ禍の中でどのような対処をしているか、15名の参加で意見交換会を開催しました。

ます。その後再開していますが、再開後は参加
者が少しずつ増えてきています。安全・安心の
場にいける裏付けがあるからだと思います。
・�Ｂ＆Ｇサロン、なぎさサロン、ほのぼのサロン
を開催、通常のほのぼのサロンは20名くらいの
参加で食事会も行っていましたが、コロナ後は、
人数を４〜５人に絞り、ライン等で連絡を取っ
ています。
・�楽八會、みんなの倶楽部、麻布写真館の活動。
ＣＣクラブで活動というより港区全体で活動し
ていますが、コロナ禍の中ですが、すべての活
動を再開しています。しかし当初より参加者は
少なくなっています。
・�芝ＣＣクラブで活動する中で、折り紙など人と
の接触が多くなるイベントをどのようにしてい
くかが心配です。
・�３Ａクラブで活動していますが、定例会をはじ
め地域活動はすべて中止となっています。３Ａ
クラブ内では数人がラインでつながっています。
他のサロンに参加したところ、多くの人が参加
していました。
・�コミュニティ・カフェ高輪、白金小防災協議会
で活動。カフェは現在中止中。地域防災会（コ
ロナ禍での防災対策）は近く再開の予定です。
・�白金台いきいきプラザ麻雀サロンで活動。７年
前から誰にでもできる麻雀を行っています一度
中止としましたが、６月にはビニールカーテン、
フェイスシールドを使って間を置く実証実験を
行いました。その結果、11月より再開していま
すが、長期休みになったので参加できない方が
増えたのが気になっています。
・�ケープサロン、なぎさサロン、みんなの倶楽部
活動。５年前から活動をはじめこれまで290回
ほど開催。コンビニ前のラウンジで開催してい
ましたが、高齢者が集まっているので注目され、
参加者の数を抑えざるを得なくなりました。ま
た、一人暮らし高齢者の散歩時間に合わせて遊
歩道の休憩場所で野外サロンを３カ月実施しま
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した。認知症あるいは予備軍に対するケアは困
難になっています。
・�町会活動をしていますが、敬老祝い金の贈呈の
ほかの活動はほとんど中止せざるを得なくなっ
ています。
・�感染症アドバイザーの話で「話すときはマスク
をして、お茶を飲むときは飲むことに特化して、
それを始まる前に参加者で確認することが大
切」がありました。
・�継続するには、三密防止を守る、換気を頻繁に、
対面で会話は行わないことが大切です。
　港区社会福祉協議会の加藤三奈係長からお話を
伺いました。
　10月に地域で活動している方に集まっていただ
き、コロナ禍での活動（地域活動の意義付け）に
ついて研修会を行いました。その中で出たアイデ
アからウォーキング会を行うことになりました。
それ以外にも多くのアイデアが出されたので今後
も実現していきたいです。スマホを使った活動、
居場所再発見ツアーなどが考えられます。
　コロナ禍の地域活動事例ヒントブックとして、
「今、地域でできること」を作成したので、活動
の参考として欲しいです。
　明治学院大学名誉教授ＣＣ大学統括コーディ
ネーターの岡本多喜子先生にまとめていただきま
した。
　ＣＣクラブ会員同士の活動も大切ですが、ＣＣ
クラブ以外の方たちへの広がりも必要です。
　安心して行ける場所ができた活動も見られます
が、実際に会って話すことが非常に大事というこ
とですね。
　今までは「人とつながりましょう！」「外に出
ましょう！」と言っていたことができなくなって
しまいました。つながっている方は良いが、つな
がらない人たちの機能が落ちている、この方たち
をどうするかが課題です。これからも認知症ボー
ダーの人たちが増えるでしょう。家族がそのこと
に気付いていない、わかっていない、認めたくな
いという方たちに病院に行くことを理解してもら
うような関係をつくることも必要です。精神科の
ドクターをサロンに呼ぶなどのアイデアがあるの
ではと思います。コロナ禍で活動が縮小された、
これをどのようにしてコロナ禍以前のように外の
方と連携ができるかが課題と思います。

日　時：2021年１月12日（火）20時〜約１時間
参加者：�ロンドンの参加者：７名＋コーディネー

ター（久美子さん）
　　　　�ＣＣクラブの参加者：９名＋コーディ

ネーター（岡本）
　　　　司会はロンドンの参加者の方が担当
感　想：
＜ロンドンの参加者＞
　・とてもうまくいった。
　・楽しかった。
　・�日本人はシニアなのに、英語がうまくて驚い
た。

　などの感想が伝えられました。
＜ＣＣクラブの参加者＞
　・�司会者の方の上手な進行で日本国内の交流会
とは違った楽しい雰囲気を味わえた。

　・�初回ということもあり、もう少し掘り下げた
やり取りができれば良かった。

　・�司会の方の雰囲気作りがうまくスムースに参
加できた。

　・�イギリスの方々の生の声に触れる貴重な機会
になった。また、想像していた以上に厳しい
状況下で生活されている様子がよく分かった。

　・�ワクチン接種において日本の先を進むイギリ
スの状況や、医療体制などを含め、さらにお
話を伺ってみたい。

　・�イギリスでは医療は国営で、各自家庭医を
持っており、その家庭医にファイザーのワク
チン接種を受けたと聞き、疾患を抱えている
人や、アレルギー等問題ある方にとって、安
心できるシステムだなと思った。

（文責：岡本多喜子）

ロンドンの高齢者

との

Zoomミーティング
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新型コロナウイルス感染症対策勉強会

　ＣＣクラブでは、新型コロナウイルスの現状を
認識して、地域活動にあたり正しい認識のもとで
活動をするための勉強会を、港区立がん在宅緩和
ケア支援センター「ういケアみなと」で12月17
日（木）14時30分〜16時に開催しました。講師は、
港区感染症アドバイザー・東京都看護協会危機管
理室アドバイザーの堀�成美氏でした。
〇新型コロナでみんなが困っていること
・�自分の施設で感染者が発生したら、保健所と相
談しながらその後の対応をします。
・�自分が感染・濃厚接触者になった場合どうする
かというと、感染が無症状・軽症なら10日で復
帰することができ、濃厚接触者になった場合、
一定期間、業務から離れて自宅待機します。
・�今やっていることが正しいのかと感じることが
あれば、新しい情報をもとに確認しましょう。
〇濃厚接触者の確認
・�基本的な確認事項として、①マスクをしていた
か②お互いの距離はどれくらいだったか（目安
は１ｍ）③一緒にいた時間は（目安は15分以上）
・�追加の検討事項としては①どのような位置だっ
たか（正面・横・後ろ）②いつ頃の接触か（う
つりやすい時期か）③患者の症状は（咳・く
しゃみ）④どのような行動・交流をしたのか
（会食・合唱・運動など）④環境（換気・衛生
面）はどうか。
〇誤解・偏見・差別防止のため
・�学校や学校関係者等に対する差別的な言動の主
な事例として、①感染者が発生した学校に対す
る周辺地域からの誹謗中傷、暴言、感染した生
徒を中傷する電話。②学生寮やクラブ活動等に
対する大規模なクラスター発生時の当該学校の
学生・関係者すべてに対する中傷や来店拒否。
③学校公式ブログの活動紹介の生徒写真がＳＮ
Ｓ上に流出し、批判とともに拡散。
・�個人に関連する情報を含む詳細な報道の主な事
例として、①感染者と濃厚接触者、クラスター
の人物関係の図示と更新。②院内感染が発生し
た有力な原因があるかのように報じた事例。③
感染者の子どもの学校名の報道。④感染者の職
業と詳細な行動履歴に関する報道。⑤行動の自
粛を呼びかけられていた場所へ旅行や帰省をし
た人や、健康観察期間中に旅行をした人の所属
や国籍に関する報道。

なかの生涯学習大学チームＩＣＴ

との意見交換会

　12月１日（火）14時〜15時30分、企画部主催に
よるZoomを使用したオンライン会議方式で「な
かの生涯学習大学」の講義のオンライン化を進め
ているチームＩＣＴとＣＣクラブは、オンライン
化の進め方などについて合わせて11名の参加で意
見交換を行いました。
　なかの生涯学習大学は、高齢者を対象として、３
年間進級制の連続講座で、以下を目的としています。
・�区民が、自己啓発を通して、生きがいをもち、
地域の中で新しいライフスタイルを創造する。
・�自らの豊かな経験を活かして、ともに学びあい
ながら、地域のために活動する意欲を培う。
・�地域で活動できるよう、必要な知識・技術を高
め、地域社会への主体的参加の促進を図る。
　ＣＣクラブと相通じるものが多く、ＣＣクラブ
と同様の活動をしてきたか、またコロナ禍の中、
活動を行うためにどのような対策をしているか意
見交換を行い、お互いに活動継続のためのヒント
を得ることを目的として開催しました。両団体と
もこれを機会に連絡を保ちたいと考えています。
　チームＩＣＴは、受講者のオンライン化を進め
るため、オンラインに興味を持っている受講者の
17名で発足し、興味を持っていない人にも対象を
広げていきました。受講者175名中49名はサポー
トなしでオンライン受講ができました。その後、
初心者にも対象を広げ、現在、講義時の受講者の
比率はオンライン１に対してオフライン２ですが、
雨天や台風時にはその比率が４：５になることも
あり、オンライン受講者が増えて重要度が増します。
　３学年ありますが、それぞれの学年では地域で
まとめた10数名ずつの班に所属し、班ごとにサロ
ンなどを実施しています。
　全体に対して交流とスキルが落ちないようにす
ることも目的の一つとして月１〜２回の割合でオ
ンラインサロンをスタートしました。

意見交換会に参加の皆さん
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　一年間に２度緊急事態宣言がありましたが、ＣＣ通信45号をお届けします。
　令和２年度は新型コロナ（COVID-19）に明け暮れた一年でした。
　活動報告会もZoomによるリモートでの会議形式となりました。紙面が限られてい
ますので要約となってしまいました。コロナ禍の中での地域福祉活動について意見
交換会とあわせてご覧ください。また、ロンドンの高齢者とのZoomミーティングの
感想を岡本先生にまとめていただきました。
　コロナウイルス感染症対策に戸惑いながらも生活していかなければならないこと
など堀先生から伺い、私たちと同じような環境で活動している「なかの生涯学習大
学チームICT」との意見交換会の様子などをお伝えしてあります。
　岡本先生の講演の中にもありますようにワクチンという光が見えています。「明け
ない夜はない」がいつ来るか信じて待ちましょう。� （１期　古橋　義弘）

編集後記

会報部会
部 会 長　古橋　義弘（１期）
副部会長　瀬能　正実（10期）
部　　員　太田　則義（７期）
部　　員　榎本　和夫（７期）
部　　員　境　　静子（10期）
部　　員　佐藤　芳男（11期）
部　　員　中満　美紀（11期）
部　　員　鈴木　興雄（11期）
部　　員　岩出　好枝（12期）

■
運
営
委
員
会
報
告
・
活
動
計
画

■運営委員会報告
　2020年度運営委員会は新型コロナウイルス感染拡大防止のため例年とは全く違った一
年になりました。
　2020年２月に緊急事態宣言が出され、運営委員が会議体として集まれない状況と明治
学院大学の会場が使用できなくなり、４月から６月まではメール会議としました。この
間、役員会は感染症対策をしながら協働スペースを借り対面式での会議を行いました。
新しい生活様式の１つとしてリモート（Zoom）を利用することを勉強しながら活動に
活かして来ました。総会は自粛生活の中、書面総会として開催しました。
　リモートの使い方に慣れてきたことで運営委員会をリモートで行うことにし、７月に
テスト的に行い、９月からはリモート運営委員会として新しいスタイルができました。
企画部主催のZoom講習会は大きな力となり、その後は運営委員対象の講習会を行い、
現在も続いています。10月、11月にはZoomのブレイクアウトルームの仕組みを利用し
て「2021年度計画を考える」をテーマに会議を行い、来年度計画に反映することになり
ました。
　新しい環境に慣れずにZoomで参加できずに会場で参加された運営委員も今ではZoom
の常連者になりました。
　各部会も対面での会議ができずに苦労しましたが、それぞれの方針で進めることがで
きました。
　運営委員、部会員の皆様、一年間ありがとうございました。2021年度運営委員、部会
員の皆様、厳しい環境ですが、一緒にＣＣクラブを発展させていきましょう。
� （代表　石川　啓子）

2021年度ＣＣクラブ　第６回定期総会　ホームカミングデイ（予定）
　今年度の定期総会、ホームカミングデイを以下の日程で計画しています。
　2021年６月19日（土）もしくは26日（土）13：30からを予定
　場所は明治学院大学白金キャンパス内とリモート（Zoom）
　　〇ＣＣクラブ第６回定期総会
　　〇ホームカミングデイ
　開催形態など詳細は決定次第皆様にお知らせ致します。

■活動計画�
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